


み
ん
な
で
歌
っ
て
学
ぶ

食

育

の

歌

「
食
」
は
健
康
の
源
。
現
在
、

全
国
で
は
食
育
を
テ
ー
マ
に
、

様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

甲
州
市
で
は
、
甲
州
市
食
育
推

進
会
議
と
協
働
で
、
子
ど
も
を
中

心
に
「
野
菜
・
果
物
を
つ
く
っ
て

お
い
し
く
食
べ
る
じ
ゃ
ん
」
を
キ

ャ
チ
コ
ピ
ー
に
食
育
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

今
年
度
は
、
食
事
の
バ
ラ
ン
ス

や
よ
り
良
い
食
事
ス
タ
イ
ル
な

ど
、
更
に
食
育
に
つ
い
て
感
心
を

も
っ
て
も
ら
お
う
と
「
ぱ
き
ぱ
き

マ
ン
の
歌
」
を
作
り
ま
し
た
。

「
ぱ
き
ぱ
き
マ
ン
」
は
、
お
い

し
く
ご
飯
を
食
べ
て
『
てて

きて

ぱて

きて

てて

きて

ぱて

きて

』
動
く
元
気
な
ヒ
ー
ロ

ー
で
す
。

こ
の
歌
は
、
小
さ
い
お
子
さ
ん

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
す
べ
て
の

年
代
の
皆
さ
ん
が
、
楽
し
く
、
そ

し
て
元
気
に
歌
い
な
が
ら
、
食
育

に
つ
い
て
話
し
合
い
、
学
ぶ
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

最
強
の
ぱ
き
ぱ
き
マ
ン

み
ん
な
の
地
域
に
出
動

「
ぱ
き
ぱ
き
マ
ン
の
歌
」
は
、

保
育
所
（
園
）
・
小
学
校
に
Ｃ
Ｄ

で
配
布
し
、
す
で
に
給
食
の
時
間

な
ど
に
流
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
歌
を
作
詞
・
作
曲

し
た
、
甲
州
市
出
身
の
沢
登
秀
信

さ
ん
が
、
「
ぱ
き
ぱ
き
マ
ン
」
と

保
育
所
（
園
）
・
学
校
等
に
出
動

し
、
み
ん
な
で
元
気
に
歌
っ
て
、

楽
し
く
食
育
を
学
べ
る
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
各
地
区
の
食
生
活
改

善
推
進
員
の
皆
さ
ん
が
、
子
ど
も

料
理
教
室
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で

「
手
ば
か
り
」
と
合
わ
せ
て
「
ぱ

き
ぱ
き
マ
ン
の
歌
」
を
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
小
さ
い
お

子
さ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
「
ぱ

き
ぱ
き
マ
ン
」
と
い
う
共
通
の
食

育
キ
ー
ワ
ー
ド
を
中
心
に
会
話
が

生
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
「
み
ん
な
で
、
へ
な
へ

な
マ
ン
を
や
っ
つ
け
よ
う
！
」
な

ど
、
職
場
や
地
域
ぐ
る
み
で
、
食

育
の
大
切
さ
を
考
え
、
再
確
認
す

る
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

な
お
、
ぱ
き
ぱ
き
マ
ン
の
歌
は
、

甲
州
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ぱ
き

ぱ
き

マ
ン

の
歌

食育って なあ～に？
食育とは、生涯を通じて健全な食生活の実

現、食文化の継承、健康の確保などが図れる
よう、自らの食について考える習慣や食に関
する様々な知識と食を選択する判断力を楽し
く身につけるための学習の取り組みをするこ
とです。

ぱきぱきマンの歌
（甲州市食育の歌）
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ぱきぱきマンの歌（甲州市食育の歌）　　　詩/曲：沢登　秀信

（朝ご飯を食べていない子はいないか～～～？）

♪１．へなへなマンがやって来た

ご飯を食べない子供を見つけて　へなへな島へと連れて行く・・Ｏｈ Ｎｏ!!

そんな時はどうしたらいいの？　教えてよぱきぱきマン

そいつはお易い御用だよ今から君も　ぱきぱきマンに変身出来るんだ

♪２．ぱきぱきマンが笑って言う事にゃ

みんなで作った野菜を食べれば　不思議だ元気が湧いて来る・・Ｏｈ ｙｅｓ!!

どれくらい食べればいいの？　手のひらに尋ねてごらん

ぱきぱきマンの決め技は　塩山式手ばかりさ

♪３．それでは私の友達紹介するよ

とっても仲良し3人組で　丈夫な体にしてくれる・・ほんと～？ほんとさ～！

ぱきぱきマンの頼れる友達さ　赤ちゃん黄ちゃん緑ちゃん

3人仲良くそろったら変身出来るんだ　みんなで『いただきま～す』

（それじゃぁ紹介するよ～）

赤ちゃん・・は～～い

・・私の家族は

お肉にお魚卵に豆腐　チーズに牛乳ヨーグルト

・・ぐんぐん大きくなれるよ

黄ちゃん・・イェ～イ

・・おいらの仲間は

ご飯にうどんにパンラーメン　里芋ジャガイモさつま芋

・・もりもり力が湧いて来るぞ

緑ちゃん・・どうも～

・・私の家族は大家族

ニンジン大根キュウリにピーマン　レタスにキャベツにいっぱいいるよ

・・元気な体になれるんだ

今日から君もぱきぱきマンさ　『ごちそうさまでした～』

今日から僕もぱきぱきマンさ　『ごちそうさまでした～』

ラ～ラ～ララララ～負けないからだが　ラ～ラ～ララララ～負けないこころを

ラ～ラ～ララララ～負けないこころが　ラ～ラ～ララララ～負けないからだを

ぱきぱきマンに変身だ～っ！

（へなへなマンに負けるなよ～～）

ＣＡＴＶ食育番組
野菜・果物をつくっておいしく食べるじゃん

ぜひご覧になってください。

■６月の放映内容■

ぱきぱきマンの歌（甲州市食育の歌）

沢登さんと一緒に歌っちゃおう！～その１～

・勝沼CATV 6月21日（月）～6月27日（日）

・峡東CATV 6月22日（火）～6月26日（土）
※詳細はお住まいの地域のCATVに確認してください。

◆甲州市食育推進会議事務局◆

元気なヒーロー
ぱきぱきマン

おいしくご飯を食べて『て
て
き
て

ぱ
て
き
て
て
て
き
て
ぱ
て
き
て
』動く元気なヒ

ーローです。

歌って
ね～

へなへなから

ぱきぱき
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り笑顔の甲州市に
男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
と

感
じ
て
い
る
人
の
割
合
が
高
い

山
梨
県
が
行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、
男
女
の

不
平
等
感
に
つ
い
て
、
学
校
生
活
に
お
い
て
は
、

「
平
等
」
の
割
合
が
高
い
も
の
の
、
職
場
、
地
域
、

家
庭
生
活
な
ど
の
分
野
は
、
男
性
が
優
遇
さ
れ

て
い
る
と
感
じ
て
い
る
割
合
が
半
数
を
超
え
て

い
ま
す
。

共
働
き
世
帯
が
半
数
を
超
え
て
い
る

「
男
は
外
で
働
き
、
女
は
家
庭
を
守
る
べ
き
」

と
い
う
考
え
方
に
、
「
賛
成
」
「
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
賛
成
」
を
あ
わ
せ
る
と
、
49
％
と
約
半
数

を
占
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
平
成
21
年
度
の
男
女
共
同
参
画
白

書
（
内
閣
府
）
に
よ
る
と
、
平
成
９
年
以
降
は

共
働
き
の
世
帯
数
が
片
働
き
の
世
帯
数
を
上
回

っ
て
い
ま
す
。

そ
の
背
景
と
し
て
は
、
社
会
情
勢
の
変
化
や

女
性
の
社
会
進
出
に
対
す
る
意
識
が
変
わ
っ
て

き
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
　

夫
の
家
事
時
間
は
妻
の
就
業
状
況
に

関
係
な
く
、
一
日
30
分

共
働
き
世
帯
が
半
数
を
超
え
て
い
ま
す
が
、

男
性
の
家
事
・
育
児
・
介
護
な
ど
に
関
わ
る
時

間
は
、
妻
の
就
業
状
況
に
関
わ
ら
ず
一
日
30
分

程
度
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
共
働
き
の
女
性
の

家
事
時
間
は
３
時
間
25
分
で
す
。
今
後
は
、
男

性
も
女
性
も
あ
ら
ゆ
る
年
代
で
、
仕
事
と
家
庭

生
活
、
ま
た
地
域
社
会
で
の
活
動
な
ど
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
行
う
た
め
の
取
り
組
み
が
必
要
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

出
産
し
た
女
性
の
７
割
が

仕
事
を
辞
め
て
い
る

出
産
を
し
た
女
性
の
７
割
が
仕
事
を
辞
め
て

お
り
、
仕
事
と
育
児
の
二
者
択
一
の
状
況
は
こ

こ
20
年
間
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
状
況
で

す
。
ま
た
、
育
児
休
業
を
取
得
し
て
い
る
女
性

は
８
９
・
７
％
に
対
し
て
、
男
性
は
１
・
５

６
％
で
あ
り
、
子
育
て
に
対
す
る
関
わ
り
方
に

対
し
て
の
意
識
改
革
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

甲
州
市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
の
み
な
さ
ん
を
中
心
に
し

て
市
と
協
働
で
、
男
女
が
互
い
の
個
性
を
生
か
せ
る
社
会
づ
く
り
の
た

め
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
、
12
名
の
委
員
が
加
わ
り
、
31
名
で
推
進
活
動
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

今
後
の
活
動
に
向
け
て
、
現
状
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

６月２３日～２９日
男女共同参画週間

甲州市男女共同参画推進委員のみんなさんと市長
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男女
みんな

で環
わ

にな
気
づ
き
合
お
う
あ
な
た
と
私
の

未
来

あ
し
た

の
た
め
に

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）

日
本
の
労
働
時
間
は
世
界
一
で
す
が
、
労
働

生
産
性
は
20
位
で
す
。
長
時
間
労
働
よ
り
も
時

間
当
た
り
の
効
率
性
を
考
え
る
時
期
に
き
て
い

ま
す
。

私
た
ち
は
、
家
庭
人
で
あ
り
、
職
業
人
で
あ

り
、
地
域
人
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
保
つ
こ
と
で
、
質
の
高
い
生
活
が
で

き
、
質
の
高
い
仕
事
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
実
践
す
る

こ
と
は
私
た
ち
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
子
ど

も
た
ち
や
、
こ
れ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
も
必
要
で
す
。

み
な
さ
ん
も
少
し
ず
つ
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

そ
し
て
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
変
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

「
か
え
～
る
　
こ
う
し
ゅ
う
」
を
合
言
葉
に
し

て
。

甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

（
敬
称
略
）

◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長

◎
長
田
さ
と
子
（
勝
沼
）
○
雨
宮
正
明
（
下
萩

原
）
○
萱
原
春
美
（
上
於
曽
）
飯
田
よ
し
み

（
下
於
曽
）
佐
藤
多
賀
子
（
日
影
）
古
屋
範
子

（
千
野
）
中
村
道
子
（
上
塩
後
）
小
野
公
秀

（
上
萩
原
）
大
河
内
浜
子
（
藤
木
）
大
澤
節
子

（
小
佐
手
）
渡
邉
久
雄
（
勝
沼
）
青
山
清
子

（
千
野
）
保
坂
和
美
（
牛
奥
）
手
塚
か
よ
子

（
初
鹿
野
）
小
林
麗
子
（
初
鹿
野
）
内
田
明
子

（
菱
山
）
矢
崎
広
美
（
上
小
田
原
）
平
山
玲
子

（
田
野
）
大
村
友
子
（
山
）
石
原
幸
子
（
上
塩

後
）
林
徳
子
（
下
於
曽
）
三
森
　
環
（
勝
沼
）

雨
宮
和
美
（
上
岩
崎
）
小
林
清
光
（
上
粟
生
野
）

矢
崎
美
津
江
（
中
萩
原
）
芦
沢
政
幸
（
上
於
曽
）

小
林
陽
子
（
勝
沼
）
佐
藤
照
幸
（
鶴
瀬
）
広
瀬

明
弘
（
下
塩
後
）
塚
田
純
子
（
休
息
）
吉
岡
寛

道
（
下
萩
原
）

６月２３日～２９日
男女共同参画週間

市
民
と
協
働
に
関
す
る
指
針
策
定
委
員
会

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

甲
州
市
で
は
、
市
民
の
目
線
に
立
ち
、
市
民
参
画
の

も
と
で
進
め
る
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
積
極
的
に

推
進
す
る
た
め
『
市
民
と
協
働
に
関
す
る
指
針
策
定
委

員
会
』
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

学
識
経
験
者
や
各
種
団
体
の
代
表
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
、
多
様
な
意
見
を
も
と
に
協
働
の
指
針
づ
く
り
を
行

い
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
対
　
　
象
　
市
内
に
在
住
す
る
18
歳
以
上
の
方
で
、

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
の
あ

る
方

■
募
集
定
員
　
５
名
以
内

■
任
　
　
期
　
委
嘱
の
日
か
ら
、
平
成
23
年
３
月
31
日

（
木
）
ま
で

■
応
募
方
法
　
所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
市
民
生
活
課
市
民
協
働
推
進
室
ま

で
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
用
紙
は
提
出
先
の
窓
口
、
ま
た
は

甲
州
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

■
募
集
期
限
　
６
月
25
日
（
金
）
ま
で

■
選
　
　
考
　
書
類
審
査
を
行
い
、
結
果
を
本
人
あ
て

に
通
知
し
ま
す
。

■
応
募
・
お
問
合
せ
先

〒
４
０
４
‐
８
５
０
１

甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
０
４
０

甲
州
市
役
所
　
市
民
生
活
課
　
市
民
協
働
推
進
室

☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
線
１
７
０
・
１
７
５
・
１
７
６)
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子

育

て

の

悩

み

を

誰
か
に
相
談
し
た
い

子
ど
も
は
私
達
の
宝
物
。
子
ど

も
が
生
ま
れ
て
「
さ
あ
子
育
て
？
」

と
思
っ
て
い
て
も
「
周
囲
に
育
児

の
正
し
い
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く

れ
る
方
が
い
な
い
」
「
子
育
て
に

関
す
る
情
報
交
換
が
で
き
る
場
所

が
な
い
」
「
仕
事
や
趣
味
の
時
間

に
子
ど
も
を
預
け
る
保
育
施
設
が

な
い
」
な
ど
、
子
育
て
環
境
に
悩

ま
さ
れ
て
い
る
お
母
さ
ん
達
が
増

え
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
全
国
的
に
人
口
が
減

少
し
て
い
る
中
で
、
男
女
共
に
仕

事
と
家
庭
の
両
立
に
悩
ん
で
い
る

夫
婦
が
多
い
こ
と
が
重
要
な
課
題

と
し
て
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
２
０
９
万
人
」。
こ
の
数
字
は

約
25
年
前
の
日
本
の
出
生
者
数
で

す
。
現
在
は
１
０
９
万
人
と
１
０

０
万
人
も
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ

の
ま
ま
少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る

と
、
社
会
構
造
の
均
衡
が
崩
れ
、

私
達
の
生
活
に
直
結
す
る
様
々
な

社
会
福
祉
制
度
が
成
り
立
た
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

今
、
求
め
ら
れ
て
い
る
子
育
て

の
悩
み
と
は
、
私
達
一
人
ひ
と
り

の
将
来
に
つ
な
が
る
悩
み
と
な
る

こ
と
か
ら
、
子
ど
も
達
の
た
め
に

何
が
で
き
る
か
考
え
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

安
心
し
て
子
ど
も
を
産

み
育
て
る
計
画
を
策
定

甲
州
市
で
は
、
市
民
総
参
加
で
、

「
す
べ
て
の
次
世
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
」
・
「
す
べ
て
の
子
育
て

中
の
家
庭
」
・
「
す
べ
て
の
働
き

な
が
ら
子
育
て
し
た
い
人
た
ち
」

が
安
全
で
か
つ
安
心
し
て
、
子
ど

も
を
産
み
育
て
る
こ
と
の
で
き
る

社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
今
年
３

月
に
甲
州
市
次
世
代
育
成
支
援
地

域
行
動
計
画
・
後
期
行
動
計
画

「
笑
顔
か
が
や
く
子
育
て
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
子
育
て
家
庭
を

市
全
体
で
支
援
し
て
い
く
と
い
う

視
点
に
立
ち
、
市
民
一
人
ひ
と
り

が
係
わ
る
と
と
も
に
、
福
祉
・
保

健
・
医
療
・
教
育
な
ど
、
様
々
な

分
野
で
の
連
携
と
、
関
連
機
関
等

が
一
体
と
な
り
、
家
庭
や
地
域
の

機
能
を
支
え
る
た
め
の
多
面
的
な

子
育
て
支
援
施
策
を
積
極
的
に
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

家
庭
と
地
域
の
架
け
橋

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

現
在
、
甲
州
市
で
は
保
育
サ
ー

ビ
ス
や
母
子
保
健
、
学
校
教
育
環

境
や
地
域
と
の
交
流
環
境
の
整
備

な
ど
、
少
子
化
対
策
の
様
々
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
、
子
育
て
中
の
親
が

集
ま
り
、
子
ど
も
を
遊
ば
せ
な
が

ら
子
育
て
に
関
す
る
情
報
交
換
や

育
児
相
談
が
で
き
る
子
育
て
ス
ペ

ー
ス
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る

の
が
、
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
事
業
で
す
。

平
成
21
年
度
の
利
用
者
数
は
約

３
０
０
０
人
と
、
多
く
の
親
や
子

ど
も
同
士
が
出
会
い
、
そ
し
て
交

流
を
深
め
て
い
ま
す
。

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
親
子
と
地
域
を
結
び
つ
け
る

『
架
け
橋
』
で
す
。
子
育
て
真
っ

最
中
の
お
母
さ
ん
、
ぜ
ひ
、
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

子
育
て
の
悩
み
・
情
報
交
換
な
ど

親
子
で
集
い
、
共
に
育
つ
場
所

笑顔がたくさん
子育て支援センター
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ふれあって・つながる地域子育て支援センター

こすもす館

こすもす館は「みんなで楽しく子育て」ができ
るよう日々様々な遊びを通じて多くの皆さんが楽
しんでいます。保育士やお母さん同士で子育てに
ついて語り合う中、自分たちでサークルを立ち上
げるなど元気な和が広がっています。

■開設日時　毎週月曜日～土曜日

午前９時～午後４時

◆お問合せ先　こすもす館（たんぽぽ保育園内）　

☎３３‐２４８７　

のびのびチビッコ広場

子育て中の仲間との出会いの場として、室内で

遊んだり、おしゃべりをして過ごしています。リ

トミックや工作などの活動も行っています。

■開設日時　毎週火曜日～金曜日　

午前８時～午後１時

◆お問合せ先

のびのびチビッコ広場（岩崎保育園内）

☎４４‐１５２４　

ちゅうりっぷクラブ

活動日を週３日に増やし、皆さんに親しみやす

いメニューで活動をしていきたいと思います。広

くなった園庭で思いっきり遊びましょう。

■開設日時　毎週火曜日、水曜日、金曜日

午前９時～午後２時

◆お問合せ先

ちゅうりっぷクラブ（赤尾保育園）

☎３３‐２４８７　

あっぷっぷ

「あっぷっぷ」は、いつでも自由に遊べるだけ

ではなく、マタニティビクス、ベビーマッサージ

わらべうた、リトミック、幼児教室など、楽しい

イベントがいっぱい！みんなで遊びに来てね！

■開設日時　毎週月曜日～木曜日

午前９時～午後３時

◆お問合せ先　あっぷっぷ（勝沼市民会館内）

☎３９‐８６８５　
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甲州市の

財政状況の公表
地方自治法第243条の3ならびに「甲州市の
財政状況の作成及び公表に関する条例」に
基づき、平成22年3月末現在における本市
の財政状況を公表します。
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親
善
か
ら
一
歩
踏
み
込
む

国
内
で
は
例
の
な
い
会
議

日
仏
の
44
自
治
体
の
代
表
が
経

済
や
文
化
、
環
境
な
ど
、
様
々
な

分
野
で
協
議
・
交
流
を
深
め
る
第

２
回
日
仏
自
治
体
交
流
会
議
は
、

５
月
12
日
か
ら
２
日
間
で
石
川
県

金
沢
市
で
開
か
れ
ま
し
た
。

甲
州
市
は
、
旧
勝
沼
町
時
代
の

昭
和
51
年
か
ら
フ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ヌ

市
と
姉
妹
都
市
と
し
て
交
流
を
深

め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
田
辺
市
長

が
参
加
し
ま
し
た
。

会
議
は
、
日
本
の
26
自
治
体
、

フ
ラ
ン
ス
の
18
自
治
体
が
一
堂
に

会
し
、
親
善
交
流
か
ら
一
歩
踏
み

込
ん
だ
国
内
で
は
例
の
な
い
国
際

会
議
と
し
て
、
各
分
野
か
ら
注
目

を
集
め
ま
し
た
。

ま
た
、
文
化
、
経
済
、
環
境
、

社
会
の
４
つ
の
分
科
会
を
開
催

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
課
題
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

ワ
イ
ン
呼
称
制
度
な
ど

実
践
事
例
に
高
い
評
価

ワ
イ
ン
産
業
の
共
通
課
題
か
ら

甲
州
市
は
「
経
済
」
の
分
科
会
に

参
加
。
日
本
７
、
フ
ラ
ン
ス
８
と

４
つ
の
分
科
会
の
中
で
は
最
多
の

13
自
治
体
が
、
世
界
的
財
政
危
機

に
よ
る
各
国
経
済
へ
の
波
紋
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
中
、
環
境
や
住
民

サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
新
た
な
地
方
経

済
の
対
応
に
つ
い
て
、
活
発
に
意

見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

田
辺
市
長
は
分
科
会
で
、
永
年

に
わ
た
る
ボ
ー
ヌ
市
と
の
姉
妹
都

市
交
流
か
ら
学
び
、
実
践
し
た
事

例
を
紹
介
し
「
今
後
も
両
市
の
友

情
を
よ
り
強
い
も
の
に
し
て
い
き

た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
ワ
イ
ン
原
産
地

呼
称
制
度
や
ワ
イ
ン
観
光
の
展
開

を
は
じ
め
、
歴
史
遺
産
の
活
用
や

人
材
交
流
な
ど
、
地
域
資
源
を
活

か
し
た
目
に
見
え
る
成
果
に
対
し

て
、
高
い
評
価
の
声
が
寄
せ
ら
れ

て
ま
し
た
。

分
科
会
を
終
え
た
44
の
自
治
体

は
「
従
来
の
１
対
１
の
自
治
体
間

交
流
の
枠
組
み
を
超
え
、
多
数
の

自
治
体
が
連
携
し
て
共
通
課
題
に

取
り
組
む
、
新
た
な
自
治
体
交
流

の
意
義
を
実
証
し
た
」
と
今
会
議

の
成
果
を
総
括
し
ま
し
た
。

自
由
競
争
に
よ
る
社
会
的
格
差

の
増
大
な
ど
、
共
通
の
問
題
に
連

携
し
て
取
り
組
む
『
金
沢
宣
言
』

を
発
表
し
、
地
域
資
源
の
活
用
や

住
民
同
士
の
交
流
な
ど
、
先
進
的

な
政
策
と
各
種
取
り
組
み
を
共
有

す
る
こ
と
の
意
義
を
確
か
め
合
い

ま
し
た
。

文
化
、
経
済
、
環
境
な
ど

共
通
課
題
の
解
決
へ
連
携

日
仏
自
治
体
交
流
会
議
に
参
加

はい。
カシャ。

戦国武将
勝頼公を偲ぶ

第45回甲州市ふるさと

武田勝頼公まつり
４月２５日に、武田家最後の武将「武田勝頼公」

を偲ぶ第４５回甲州市ふるさと武田勝頼公まつりが

開催されました。武者や巫女の衣装を着た総勢約８

０名が、勝頼公の菩提寺である景徳院に参拝した後、

メイン会場の大和中学校で勇壮な行進などを演じ、

訪 れ た 観

光 客 は 大

き な 歓 声

を あ げ て

いました。 武田勝頼公を偲ぶとともに、甲斐の国を築

き繁栄してきた武田家に感謝を込めて祭り

は盛大に開催した。

分科会で実践事例を説明する田辺市長
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勝
沼
人
形
劇
団
「
葡
萄
の
実
」

は
、
４
月
23
日
に
東
京
都
で
開
催

し
た
子
ど
も
読
書
の
日
記
念
事
業

で
、
子
ど
も
の
読
書
活
動
に
つ
い

て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
取
り

組
み
を
が
評
価
さ
れ
、
文
部
科
学

大
臣
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

「
も
う
20
年
以
上
に
も
な
り
ま
す

す
か
ね
。
地
区
の
婦
人
会
で
余
興

を
頼
ま
れ
た
こ
と
が
始
ま
り
で
す
」

と
話
す
の
は
人
形
劇
団
を
立
ち
上

げ
た
三
枝
喜
久
子
さ
ん
。
自
分
が

楽
し
く
な
い
と
、
見
る
人
も
楽
し

く
な
い
と
、
自
宅
に
あ
っ
た
軍
足

や
和
服
の
切
れ
端
な
ど
で
指
人
形

を
作
成
し
「
矢
切
の
渡
し
」
の
歌

に
合
わ
せ
、
婦
人
会
の
役
員
と
人

形
劇
を
披
露
し
た
の
が
、
劇
団
設

立
の
き
っ
か
け
で
す
。

そ
の
後
、
地
域
農
家
の
主
婦
ら

に
呼
び
か
け
、
昭
和
63
年
３
月
に

10
名
の
仲
間
が
集
ま
り
人
形
劇
団

葡
萄
の
実
が
誕
生
し
ま
し
た
。

現
在
の
団
員
数
は
20
名
。
50
代

か
ら
70
代
と
年
代
は
幅
広
く
、
公

演
数
は
農
閑
期
を
中
心
に
に
20
回

を
超
え
、
市
内
を
は
じ
め
、
今
で

は
観
客
の
口
コ
ミ
か
ら
県
外
ま
で

出
張
公
演
を
行
う
ほ
ど
に
な
っ
て

い
ま
す
。

劇
団
は
「
す
べ
て
が
手
づ
く
り
」。

劇
に
使
う
人
形
を
は
じ
め
、
舞
台

や
衣
装
は
団
員
が
作
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
時
代
の
出
来
事
を
分
か
り
や

す
く
表
現
し
た
人
形
劇
。
子
ど
も

が
中
心
の
公
演
で
は
、
童
話
の
劇

を
披
露
す
る
な
ど
、
幅
広
い
年
齢

層
が
楽
し
む
こ
と
を
考
え
た
作
品

や
演
出
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

葡
萄
の
実
の
公
演
を
見
る
皆
さ

ん
は
必
ず
大
き
な
声
で
笑
っ
て
い

ま
す
。
な
ぜ
な
ら
「
笑
顔
に
な
る

と
日
常
生
活
が
楽
し
く
な
る
か
ら

で
す
。
元
気
な
笑
顔
で
公
演
す
る

と
、
観
客
か
ら
大
き
な
笑
顔
で
か

え
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
が
劇
団
の

パ
ワ
ー
の
源
で
あ
り
、
最
高
の
瞬

間
。
そ
し
て
今
回
の
受
賞
に
つ
な

が
っ
た
」
と
全
員
が
声
を
そ
ろ
え

て
話
し
ま
し
た
。

代
表
の
小
尾
里
実
さ
ん
は
「
年

齢
を
重
ね
て
も
先
輩
ら
の
よ
う
に

笑
顔
で
頑
張
り
た
い
」
と
話
す
よ

う
に
、
秋
か
ら
再
開
さ
れ
る
公
演

で
多
く
の
方
々
が
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
こ
と
を
全
員
が
待
ち
望
ん
で

い
ま
し
た
。

勝
沼
人
形
劇
団
「
葡
萄
の
実
」

文
部
科
学
省
の
読
書

活
動
優
秀
賞
を
受
賞

笑
顔
に
な
る
と
日
常
生

活
が
楽
し
く
な
れ
る
！

地
域
活
動
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

自
分
が
楽
し
く
な
い
と

見
る
人
も
楽
し
く
な
い

甲州市には地域住民により親しまれる歴史文化が

数多くあります。４月２９日に放光寺で大黒天祭、

５月８日には大善寺で藤切会式が行われました。

放光寺「大黒天祭」
大善寺「藤切会式」

無
病
息
災
や
商
売
繁
盛
を
願
う
柴
燈
護

摩
（
さ
い
と
う
ご
ま
）
火
渡
り
修
行
で

は
、
お
よ
そ
４
０
０
人
の
参
拝
客
ら
が

山
伏
に
続
き
火
渡
り
を
し
ま
し
た
。

家内安全など開運と伝えられる大

蛇をかたどった藤づるをめぐり、

壮絶な奪い合いが行われた。
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春
駒
愛
好
会
は
５
月
３
日
、
一

之
瀬
高
橋
地
区
で
古
く
か
ら
伝
わ

る
「
春
駒
」
を
披
露
し
ま
し
た
。

多
く
の
見
物
客
が
見
守
る
中
、

馬
飾
り
を
着
け
た
「
駒
と
露
払
い
」

に
が
披
露
さ
れ
る
と
、
太
鼓
や
笛

の
音
に
合
わ
せ
て
踊
り
、
地
域
住

民
の
無
病
息
災
を
祈
り
ま
し
た
。

ま
た
、
一
之
瀬
高
橋
区
で
39
年

ぶ
り
に
、
同
地
区
出
身
の
男
の
子

の
赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
を
祈
願
し
て

刀
を
授
け
る
「
氏
子
祝
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

訪
れ
た
見
物
客
は
、
地
域
に
残

さ
れ
た
貴
重
な
文
化
継
承
に
触
れ

ら
れ
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

「
春
駒
を
地
元
で
再
開
し
た
い
」

と
民
俗
芸
能
の
復
活
を
望
ん
で
集

ま
っ
た
の
が
「
春
駒
愛
好
会
」。
一

ノ
瀬
高
橋
地
区
在
住
の
田
辺
信
次

さ
ん
を
代
表
に
同
地
区
出
身
者
ら

は
「
途
絶
え
た
春
駒
の
光
を
再
び

輝
か
せ
る
」
と
３
年
前
か
ら
活
動

し
て
い
ま
す
。

「
開
催
時
期
が
違
う
の
は
本
物
の

春
駒
で
は
な
い
け
ど
、
同
地
区
の

出
身
者
が
集
ま
る
の
は
春
駒
の
お

か
げ
だ
と
思
う
」
と
代
表
の
田
辺

さ
ん
が
語
る
よ
う
に
、
開
催
当
日

に
は
約
３
０
０
名
が
見
物
に
訪
れ
、

故
郷
に
帰
っ
て
き
た
春
駒
に
興
奮

を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

今
年
で
３
回
目
を
迎
え
た
春
駒

愛
好
会
は
、
昔
の
よ
う
に
華
や
か

な
春
駒
を
楽
し
ん
だ
地
域
の
心
を

大
切
に
、
こ
れ
か
ら
も
文
化
伝
承

に
向
け
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

一
之
瀬
高
橋
「
春
駒
愛
好
会
」

春
駒
を
楽
し
む

地
域
の
心
を
大
切
に

途
絶
え
た
春
駒
の
光

を
再
び
輝
か
せ
る
。

今年は子どもの春駒を披露

平成２２年度勝沼中学校

農業体験実習
勝沼中学校２年生は、５月２１日に勝沼町

内１０ヶ所のぶどう畑で農業体験実習を行い

ました。栽培農家のアドバイスを受けながら、

デラウエアのジベ処理作業など農作業を通じ

て、地場産業の理解を深めていました。

手を真っ赤に染めながらジベ
処理作業を行う中学生。

一之瀬高橋「春駒保存会」

多摩川源流まつりに出演
春駒保存会は、５月４日に小菅村で開催の

多摩川源流まつりに出演しました。太鼓や笛

のおはやしに合わせて、一之瀬高橋地区に伝

わる「春駒」を披露すると、会場から大きな

歓声で包まれていました。

小菅村で軽やかに舞い、歌う
「伝統の春駒」

ズームアップズームアップ

春駒とは・・
春駒の由来にはいくつかの説があります。

一つは黒川金山が閉山した後、一ノ瀬高橋地

区に残った１６名が戦国時代の先祖を偲びつ

つ、戦場での愛馬の精神にちなんで、娯楽の

ために考案した説があります。そのほかにも、

黒川金山の金山衆とともに伝われてきた説、

馬の習性が悪魔を追い払うものという説もあ

ります。文書などの記録が残っていませんが、

４００年にわたり地域住民により伝承されて

きた貴重な民俗芸能です。

例年１月１４日の道祖神祭りで行われてい

ましたが、過疎化が進み後継者不足のため、

平成元年の披露を最後に休止。笛や太鼓など

のおはやしと、歌に合わせた駒踊り、結婚や

出産などの祝事に行う弁慶など地域繁栄のた

めに春駒は続いていました。

また、昭和４２年には山梨県指定無形民俗

文化財に指定を受けています。
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■
海
の
家
　
静
岡
県
牧
之
原
市

「
相
良
・
静
波
海
水
浴
場
」

■
開
設
期
間

７
月
17
日
（
土
）
～
８
月
22
日
（
日
）

■
利
用
対
象
者

甲
州
市
に
住
所
を
有
す
る
満
２
歳
以
上

の
方
（
申
込
順
・
６
０
０
名
）

■
指
定
施
設
（
市
外
局
番
０
５
４
８
）

・
相
良
地
区
・

大
　
沢
（
民
宿
）
　
☎
58
‐
１
２
８
７

ふ
じ
た
（
民
宿
）
　
☎
52
‐
０
７
７
５

美
宇
良
（
民
宿
）
　
☎
52
‐
０
１
９
０

田
　
沼
（
民
宿
）
　
☎
52
‐
４
０
４
０

文
　
一
（
民
宿
）
　
☎
52
‐
１
５
４
３

も
り
ま
さ
（
民
宿
）
☎
52
‐
１
５
２
６

海
岸
通
り
（
ペ
ン
シ
ョ
ン
）

☎
52
‐
１
３
６
３

リ
リ
カ
ル
（
ペ
ン
シ
ョ
ン
）

☎
52
‐
６
８
８
８

む
ぎ
わ
ら
ぼ
う
し
（
ペ
ン
シ
ョ
ン
）

☎
52
‐
０
１
５
１

お
じ
ろ
（
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
）

☎
52
‐
３
２
４
７

大
漁
苑
（
旅
館
）
　
☎
58
‐
１
８
１
１

な
か
た
に
（
旅
館
）
☎
52
‐
０
２
９
６

Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
Ｙ
Ａ
（
旅
館
）

☎
52
‐
０
５
４
６

大
と
く
屋
（
旅
館
）
☎
52
‐
０
０
５
５

・
静
波
地
区
・

う
さ
ぎ
（
民
宿
）
　
☎
22
‐
６
２
９
３

勝
　
俣
（
民
宿
）
　
☎
22
‐
０
２
５
８

御
座
松
（
民
宿
）
　
☎
22
‐
１
０
５
７

東
　
海
（
民
宿
）
　
☎
22
‐
１
２
９
３

オ
ー
シ
ャ
ン
ビ
ュ
ー
は
ま
ゆ
う

（
民
宿
）
　
　
　
　
☎
22
‐
１
２
１
０

ゆ
た
か
（
民
宿
）
　
☎
22
‐
３
０
５
０

セ
ー
ラ
ー
ズ
（
ペ
ン
シ
ョ
ン
）

☎
22
‐
６
５
１
１

ふ
じ
た
（
ペ
ン
シ
ョ
ン
）

☎
22
‐
１
５
０
５

五
番
街
（
ペ
ン
シ
ョ
ン
）

☎
24
‐
０
５
０
５

和
泉
屋
（
ペ
ン
シ
ョ
ン
）

☎
22
‐
０
４
６
２

は
ち
ぼ
し
（
旅
館
）
☎
22
‐
６
６
８
８

わ
か
き
家
（
旅
館
）
☎
22
‐
０
３
３
１

若
　
草
（
旅
館
）
　
☎
22
‐
０
４
９
１

静
波
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
ス
ウ
イ
ン
グ
ビ

ー
チ
（
ホ
テ
ル
）
　
☎
22
‐
１
７
１
７

■
宿
泊
利
用
予
約

①
事
前
予
約
を
し
ま
す
。

・
予
約
開
始
日

６
月
21
日
（
月
）
か
ら
直
接
に
指
定
施

設
、
ま
た
は
牧
之
原
市
観
光
協
会
☎
０
５

４
８
‐
２
２
‐
５
６
０
０
に
電
話
で
予
約

を
し
て
下
さ
い
。

②
予
約
後
、
牧
之
原
市
相
良
観
光
協
会
か

ら
申
込
受
付
表
（
予
約
通
知
）
が
郵
送
さ

れ
て
き
ま
す
。

③
利
用
券
の
交
付
を
受
け
ま
す
。

・
受
付
日

６
月
28
日
（
月
）
～

※
土
日
、
祝
日
を
除
く

・
受
付
場
所

産
業
振
興
課
　
ワ
イ
ン
・
商
工
担
当

※
本
庁
舎
移
転
後
は
本
庁
舎
２
階

■
持
参
す
る
物

申
請
書
、
申
込
受
付
表
（
予
約
通
知)

、

印
鑑
、
利
用
者
す
べ
て
が
甲
州
市
民
で
あ

る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の
（
保
険
証
等)

■
そ
の
他

宿
泊
施
設
到
着
時
に
利
用
券
使
用
者
で

あ
る
こ
と
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

利
用
料
金
、
内
容
及
び
予
約
の
延
期
・

取
消
し
等
に
つ
い
て
は
、
予
約
先
の
宿
泊

施
設
に
充
分
確
認
を
し
て
下
さ
い
。

宿
泊
利
用
料
金
は
、
甲
州
市
民
は
宿
泊

者
に
対
し
て
、
１
人
１
泊
に
つ
き
３，

０

０
０
円
を
助
成
し
ま
す
。(

利
用
券
の
交
付)

※
た
だ
し
、
１
人
２
泊
ま
で
と
し
ま
す
。
　

利
用
券
分
を
差
引
い
た
金
額
を
お
支
払

い
く
だ
さ
い
。

※
利
用
券
は
、
換
金
で
き
ま
せ
ん
。

◆
お
問
合
せ
先

産
業
振
興
課
　
ワ
イ
ン
・
商
工
担
当

☎
44
‐
１
２
０
５

甲
州
市
民
の
海
の
家
を
開
設

夏
休
み
、
相
良
・
静
波
の
海
に
出

か
け
て
み
ま
せ
ん
か

２０１０年は
国民読書年！
親子で楽しむ

「琴の音色が奏でる
本の読み聞かせ」

『親子で読書のきっかけづくり』
この機会に、親子で読書の魅力を肌で感じてみませ

んか！

■日　時　6月12日（土）午前１０時～１２時

■場　所　甘草屋敷　子ども図書館

■参加費　無料

■琴演奏　窪田礼子さん

■朗　読　甘草屋敷　子ども図書館職員

◆申込み・お問合せ先

甲州市教育委員会

（市民文化会館内）

生涯学習課

社会教育担当

☎３２‐１４１１

甘草屋敷

子ども図書館

☎３３‐５９２６

12平成22年6月



甲州市フルーツ娘

■
受
講
資
格

甲
州
市
内
在
住
の
39
歳
以
下
の
方
、
ま

た
は
市
内
で
働
い
て
い
る
39
歳
以
下
の
方

な
ら
、
ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

■
受
講
料

無
料
（
但
し
、
講
座
に
よ
り
材
料
費
な

ど
の
自
己
負
担
は
あ
り
ま
す
。）

■
そ
の
他

利
用
の
際
は
、
利
用
者
登
録
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

■
教
養
講
座

・
手
編
み
講
座

開
催
日
　
火
曜
日

講
　
師
　
橋
本
　
千
代
美

定
　
員
　
10
名

お
店
で
購
入
で
き
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

セ
ー
タ
ー
や
マ
フ
ラ
ー
を
、
お
し
ゃ
べ
り

し
な
が
ら
楽
し
く
編
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

好
き
な
毛
糸
を
持
っ
て
ト
ラ
イ
し
て
み
よ

う
！

・
茶
道
（
裏
千
家
）
講
座

開
催
日
　
水
曜
日

講
　
師
　
平
沢
　
宗
房

定
　
員
　
15
名

お
い
し
い
お
菓
子
と
お
い
し
い
お
茶
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
作
法
だ
け
で
な
く
、

和
の
心
も
学
べ
ま
す
。

・
華
道
（
創
美
流
）
講
座

開
催
日
　
水
曜
日

講
　
師
　
山
田
　
渓
窓

定
　
員
　
15
名

四
季
折
々
の
花
を
自
由
な
発
想
で
楽
し

く
活
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

・
茶
道
（
表
千
家
）
講
座

開
催
日
　
木
曜
日

講
　
師
　
小
野
　
宗
浩

定
　
員
　
15
名

め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
く
時
代
に

一
服
の
お
茶
を
お
い
し
く
い
た
だ
き
、
落

ち
着
い
た
ひ
と
時
を
過
ご
し
な
が
ら
、
人

と
交
わ
る
こ
と
の
出
来
る
講
座
で
す
。

・
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
座

開
催
日
　
木
曜
日
（
第
１，

３
週
）

講
　
師
　
中
島
　
愛

定
　
員
　
15
名

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
確
立
さ
れ
た
技
術
と
洗

練
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
を
楽
し
く
学
び
ま
せ

ん
か
。

◆
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

産
業
振
興
課
　
ワ
イ
ン
・
商
工
担
当

☎
44
‐
１
２
０
５

甲
州
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
レ

ッ
ク
セ
ン
タ
ー
）
教
養
講
座
・
ク

ラ
ブ
受
講
者
募
集

■
ク
ラ
ブ
活
動
（
午
後
７
時
～
９
時
）

・
火
曜
日

体
育
館
　
　
　
　
　
一
般
開
放

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
　
　
軟
式
テ
ニ
ス

・
水
曜
日

体
育
館
　
　
　
　
　
一
般
開
放

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
　
　
硬
式
テ
ニ
ス

・
木
曜
日

体
育
館
　
　
　
　
　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
　
　
硬
式
テ
ニ
ス

・
金
曜
日

体
育
館
　
　
　
　
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
　
　
硬
式
テ
ニ
ス

・
土
曜
日
、
日
曜
日

体
育
館
　
　
　
　
　
一
般
開
放

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
　
　
一
般
開
放

現在、甲州市の観光キャンペーンや各種イベント

でのＰＲ・テレビ出演、雑誌取材等で甲州市のキャ

ンペーンガールとして活躍している「ぶどう娘」が

活動範囲の拡大を図るため、今年から新たに「フル

ーツ娘」となります。つきましては、甲州市の観光

や特産品など広くＰＲしてくれる皆さんを募集しま

す。あなたも「フルーツ娘」になってみませんか。

■主な活動

①観光キャンペーン

②イベントでのＰＲ活動

③甲州市かつぬまぶどうまつり・・１０月　２日

④甲州フルーツマラソン大会・・・１０月１７日

※③と④のイベント協力は必須となります。

⑤その他、テレビ等への出演、雑誌の取材等

■応募資格

前項の活動に対して理解と関心を持ち、甲州市およ

び近隣市町村に在住する３０歳くらいまでの女性の方

■募集定員　１０人程度

■応募方法

観光交流課および市役所各庁舎の窓口、もしくは

甲州市のホームページに掲載してあります応募申請

書に必要事項を記入のうえ、履歴書１通（顔写真貼

付）を添付し観光交流課までに郵送してください。

■締切日　６月１４日（月）

■応募・お問合わせ先

〒４０９－１２９８

甲州市大和町初鹿野１６９３－１

甲州市役所　観光交流課　☎４８‐２１１１

募集
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今
回
の
特
別
展
で
は
、
平
成
21
年
度
に

山
梨
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
及
び
各
教

育
委
員
会
（
笛
吹
市
、
富
士
河
口
湖
町
、

北
杜
市
、
南
ア
ル
プ
ス
市
）
で
行
っ
た
発

掘
調
査
の
結
果
を
パ
ネ
ル
で
展
示
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

■
展
示
内
容

・
山
梨
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

山
岳
信
仰
遺
跡
（
富
士
河
口
湖
町
）

北
口
本
宮
冨
士
浅
間
神
社
、
大
塚
山

（
富
士
吉
田
市
）

原
間
遺
跡
（
南
部
町
）

滝
沢
遺
跡
（
富
士
河
口
湖
町
）

美
通
遺
跡
（
都
留
市
）

県
指
定
史
跡
甲
府
城
跡
（
甲
府
市
）

御
所
山
遺
跡
（
笛
吹
市
境
川
町
）

太
鼓
畑
遺
跡
、
六
ツ
長
遺
跡
、
中
丸
遺
跡

（
笛
吹
市
御
坂
町
）

・
各
教
育
委
員
会

国
指
定
史
跡
甲
斐
国
分
寺
跡
（
笛
吹
市)

西
川
遺
跡
（
富
士
河
口
湖
町
）

板
橋
遺
跡
、
山
崎
第
４
遺
跡
（
北
杜
市)

後
田
堰
取
水
口
堤
防
跡
（
南
ア
ル
プ
ス
市)

■
開
催
期
間

６
月
２
日
（
水
）
～
７
月
14
日
（
水
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
休
館

月
曜
日)

■
開
催
場
所

甲
州
市
民
文
化
会
館

歴
史
民
俗
資
料
室

■
共
　
催

甲
州
市
教
育
委
員
会

山
梨
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

◆
お
問
合
せ
先

甲
州
市
民
文
化
会
館

☎
32
‐
１
４
１
１

今
年
度
、
甲
州
市
で
は
４
団
体
が
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室
は
長
い
歴
史
と

伝
統
の
中
か
ら
生
ま
れ
、
守
り
伝
え
ら
れ

て
き
た
伝
統
文
化
を
、
将
来
に
わ
た
っ
て

確
実
に
継
承
し
、
発
展
さ
せ
る
と
と
も
に
、

子
ど
も
た
ち
が
歴
史
、
伝
統
、
文
化
に
対

す
る
関
心
や
理
解
を
深
め
、
尊
重
す
る
態

度
を
育
て
、
豊
か
な
人
間
性
を
涵
養
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

素
敵
な
「
和
の
心
」
は
と
て
も
身
近
に

あ
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
自
分
の
世
界
を

少
し
だ
け
変
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

民
俗
芸
能

伝
承
芸
能
「
一
之
瀬
高
橋
の
春
駒
」

こ
ど
も
教
室

お
問
合
せ
先

一
之
瀬
高
橋
春
駒
保
存
会
（
楠
信
義
）

☎
０
８
０
‐
５
０
８
４
‐
４
９
１
９

日
本
舞
踊

楽
し
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
！

日
本
舞
踊
こ
ど
も
教
室

お
問
合
せ
先

み
の
り
の
会
（
板
倉
里
美
）

☎
０
９
０
‐
４
７
４
７
‐
０
１
４
２

茶
　
道

伝
統
文
化
茶
道
こ
ど
も
教
室

お
問
合
せ
先

宗
春
会
（
小
川
春
子
）
☎
33
‐
６
６
５
３

文
化
財
学
習
と
探
訪

甲
州
市
の
歴
史
と
文
化
の
伝
統
を
学
ぶ

子
供
教
室

お
問
合
せ
先

甲
州
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会

（
宿
沢
文
隆
）
☎
33
‐
９
７
１
９

■
そ
の
他

な
お
、
対
象
学
齢
（
幼
児
・
小
学
生
・

中
学
生
）
や
開
催
時
期
は
教
室
に
よ
り
違

い
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
各
団
体

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
合
せ
先

甲
州
市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

文
化
財
担
当
　
☎
32
‐
１
４
１
１

歴
史
民
俗
資
料
室
特
別
展
「
山
梨

の
遺
跡
２
０
１
０
」
巡
回
展
開
催

の
お
知
ら
せ

文
化
庁
委
託
事
業

伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室
開
催

６月７日（月）～７月５日（月）
文化協会美術部による作品を展示いたします。

※展示内容・期間につきましては、変更になる場合もあり

ます。　　　　　　　　　　　◆甲州市教育委員会◆

塩山駅南口市民ギャラリー

天目山栖雲寺「虚空蔵菩薩画像」
お披露目会

栖雲寺の虚空蔵菩薩画像は、中国・元の時代（１３～１
４世紀）に描かれたキリスト教の聖人画像であることがわ
かり、本年９月からニューヨーク・メトロポリタン美術館
で開催される「フビライ・ハンの世界」に出品されます。
渡米前にお披露目会と、この画像について最も詳しい泉武
夫先生（東北大学教授）の講演会を開催します。

なお、詳しい詳細については広報７月号に掲載します。

■日　時　7月24日（土）、25日（日）
※講演会は24日の午後を予定

■会　場　大和ふるさと会館
◆お問合せ先

甲州市教育委員会　生涯学習課

文化財担当　☎３２‐１４１１

伝承芸能「一之瀬高橋の春駒」
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て
く
て
く
歩
い
て
身
近
を
知
ろ
う
　

～
近
く
の
遺
跡
め
ぐ
り
～

■
日
　
時

６
月
５
日
（
土)
午
前
９
時
～
正
午

■
定
　
員
　
30
名
（
要
申
込
み
）

■
参
加
費
　
無
料

■
そ
の
他

小
雨
で
は
開
催
し
ま
す
。
歩
き
や
す
く

い
格
好
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

森
の
ギ
タ
リ
ス
ト

矢
島
た
か
し
コ
ン
サ
ー
ト
　

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
の
や
さ
し

い
調
べ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時

６
月
13
日
（
日
）
午
後
２
時
～

■
定
　
員
　
60
名
（
要
申
込
み
）

■
参
加
費

入
館
料
の
み
（
大
人
２
０
０
円)

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
「
釈
迦
堂
ふ
ぁ
ん
」
・

小
学
生
利
用
券
で
釈
迦
堂
を
楽
し
も
う

市
内
在
住
の
小
学
生
は
「
利
用
券
」
の

提
示
で
、
本
人
と
ご
同
伴
の
家
族
が
入
館

無
料
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
釈
迦
堂
を
楽
し
く
ご
利
用
い
た

だ
き
な
が
ら
応
援
し
て
く
だ
さ
る
フ
ァ
ン

ク
ラ
ブ
会
員
（
年
会
費
１，

０
０
０
円
）

も
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
釈
迦
堂
を
お
気

に
入
り
の
場
所
と
し
て
楽
し
く
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

◆
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

☎
47
‐
３
３
３
３

甲
州
市
教
育
委
員
会
で
は
、
水
が
こ
わ

い
お
子
様
か
ら
、
健
康
増
進
を
目
的
に
し

た
方
ま
で
、
安
心
し
て
ご
参
加
の
で
き
る

水
泳
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

小
学
生
水
泳
教
室
（
初
心
者)

●
Ａ
ク
ラ
ス

・
対
　
象
　
初
心
者
の
小
学
生

・
開
催
日
　
水
曜
日
・
金
曜
日

午
後
４
時
15
分
～
５
時
15
分

●
Ｂ
ク
ラ
ス

・
対
　
象
　
板
な
し
キ
ッ
ク
で
７
ｍ
以
上

泳
げ
る
小
学
生

・
開
催
日
　
火
曜
日
・
木
曜
日

午
後
４
時
15
分
～
５
時
15
分

■
回
　
数
　
各
ク
ラ
ス
と
も
全
10
回

■
受
講
料
　
４，

０
０
０
円

成
人
水
泳
教
室

●
初
級
者

・
対
　
象

水
が
怖
い
は
じ
め
て
の
方
大
歓
迎
！

・
開
催
日
　
火
曜
日
・
金
曜
日
　
　

火
曜
日
　
午
後
１
時
15
分
～
２
時
５
分

金
曜
日
　
午
後
７
時
30
分
～
８
時
20
分

●
中
級
者

・
対
　
象
　
ク
ロ
ー
ル
・
背
泳
ぎ
が
25
ｍ

泳
げ
る
方

・
開
催
日
　
火
曜
日
・
金
曜
日

火
曜
日
　
午
後
２
時
10
分
～
３
時

金
曜
日
　
午
後
８
時
25
分
～
９
時
15
分

■
回
　
数
　
各
ク
ラ
ス
と
も
全
10
回

■
受
講
料
　
６，

０
０
０
円

か
ん
た
ん
水
中
体
操

・
対
　
象

健
康
な
成
人
で
あ
る
市
民
の
方

・
開
催
日
　
水
曜
日
・
金
曜
日

水
曜
日
　
午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

金
曜
日
　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

・
回
　
数
　
全
10
回

・
受
講
料
　
６，

０
０
０
円

■
申
込
方
法

６
月
11
日
（
金
）
ま
で
に
、
塩
山
海
洋

セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
予
約
の
上
、
受
講
料

を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
受
講
希
望
者
多
数
に
よ
り
ク
ラ

ス
調
整
や
締
め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

甲
州
市
塩
山
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
１
５
９
６

甲
州
市
塩
山
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で

は
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室
を
カ
ル
チ
ャ
ー
教

室
と
し
て
通
年
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
日
　
時

第
１
～
３
週
の
木
曜
日

午
後
１
時
30
分
～
２
時
45
分

■
受
講
料
　
３，

０
０
０
円
（
月
謝
制
）

◆
申
込
方
法

直
接
窓
口
に
て
申
込
み
下
さ
い
。

◆
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

甲
州
市
塩
山
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
１
５
９
６

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

イ
ベ
ン
ト
開
催
の
お
知
ら
せ

塩
山
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

第
一
期
水
泳
教
室
・
健
康
運
動
教

室
開
催

塩
山
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
開
催

甲州市勝沼
B&G海洋センター
一般開放のお知らせ

■一般開放の時間

6月 8日（火）～7月21日（水）

8月25日（水）～9月12日（日）

火曜日～金曜日　午後３時～午後５時

土曜日・日曜日　午後１時30分～午後４時30分

※7月22日（木）～8月24日（火）

火曜日～日曜日　午後１時30分～午後４時30分

※危険防止のため、未就学児及び小学校4年生以下

の児童がプールを利用する場合は、水着を着用し

た責任ある成人の方の付き添いが必要になります。

みなさまのご理解ご協力をお願します。

■休館日

毎週月曜日および水温が２０度以下の場合など

※なお、臨時休館となる場合もありますがご了承

ください。

■使用料　中学生以下・・・　５０円

高校生・・・・・１００円

一般（市内）・・２１０円

◆お問合せ先

勝沼中央公民館　☎４４‐２１００
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平
成
22
年
３
月
ま
で
児
童
手
当
を
受
給

し
、
子
ど
も
手
当
に
移
行
し
た
受
給
者
は
、

６
月
中
に
「
現
況
届
」
を
提
出
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
届
け
は
、
６
月
１
日
現
在
に
お
け

る
状
況
を
記
載
し
、
手
当
を
引
き
続
き
受

け
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る

大
切
な
手
続
き
で
す
。
６
月
上
旬
「
現
況

届
」
を
発
送
し
ま
す
の
で
、
同
封
の
文
書

内
容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
期
日
ま
で
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
提
出
が
な
い
場
合
は
、
６
月
分

以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■
提
出
場
所

・
子
育
て
対
策
課

・
勝
沼
、
大
和
地
域
総
合
局

市
民
福
祉
課

◆
お
問
合
せ
先

子
育
て
対
策
課
　
児
童
福
祉
担
当

☎
32
‐
５
０
８
１

■
業
務
内
容
　
プ
ー
ル
遊
泳
者
の
監
視
等

■
勤
務
期
間
お
よ
び
時
間

７
月
下
旬
～
８
月
下
旬

正
午
～
午
後
４
時
30
分

■
時
　
給
　
８
０
０
円

■
条
　
件

市
内
在
住
で
平
成
22
年
４
月
１
日
時
点

で
満
18
歳
以
上
の
方

■
募
集
定
員
　
７
名

■
申
込
み

７
月
10
日
（
土
）
ま
で
に
、
大
和
ふ
る

さ
と
会
館
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
提
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

・
開
放
期
間
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は

確
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
理
解
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

・
基
本
的
に
募
集
定
員
に
達
し
た
時
点
で

募
集
は
打
ち
切
り
と
し
ま
す
。

・
後
日
、
必
ず
消
防
署
の
救
命
講
習
を
受

け
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆
お
問
合
せ
先

大
和
ふ
る
さ
と
会
館

☎
48
‐
２
９
２
１

農
業
委
員
会
で
は
、
農
繁
期
等
で
臨
時

的
に
雇
用
す
る
場
合
の
目
安
と
な
る
よ
う

「
農
作
業
臨
時
雇
用
標
準
賃
金
」
を
定
め
て

い
ま
す
。
今
年
度
に
つ
い
て
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

■
区
　
分
（
金
額
は
日
当
）

・
一
　
般
　
重
作
業
　
７，

４
３
０
円

軽
作
業
　
６，

９
４
０
円

・
高
校
生
　
　
　
　
　
５，

２
４
０
円

・
耕
起
代
か
き
（
10
ア
ー
ル
単
位
）

１
６，

４
１
０
円
～
１
８，

１
８
０
円

■
重
作
業

・
危
険
を
伴
う
作
業
（
脚
立
使
用
で
の
作

業
、
ハ
ウ
ス
の
ビ
ニ
ー
ル
掛
け
な
ど
）

・
農
機
具
を
使
用
し
て
の
作
業
（
刈
払
い

機
、
ト
ラ
ク
タ
ー
、
管
理
機
、
Ｓ
Ｓ
、
動

噴
使
用
で
の
消
毒
、
抜
根
整
地
な
ど
）

・
技
術
を
伴
う
作
業
（
剪
定
、
棚
掛
け
及

び
撤
去
）

■
軽
作
業

幅
広
い
年
齢
層
で
男
女
を
問
わ
な
い
作

業
（
立
カ
ン
ナ
等
で
の
除
草
、
ジ
ベ
付
け
、

傘
掛
け
、
摘
粒
、
野
菜
の
植
え
付
け
・
収

穫
及
び
管
理
な
ど
）

◆
お
問
合
せ
先

産
業
振
興
課
　
農
地
担
当

☎
44
‐
１
２
０
５

●
犬
の
飼
い
方
の
基
本

・
い
つ
も
き
れ
い
な
お
水
は
あ
り
ま
す
か

・
犬
小
屋
は
き
れ
い
に
し
て
あ
り
ま
す
か

・
散
歩
に
連
れ
て
行
っ
て
あ
げ
て
い
ま
す
か

・
暑
さ
寒
さ
対
策
は
で
き
て
い
ま
す
か

●
愛
犬
の
熱
中
症
対
策

犬
は
足
の
裏
（
肉
球
）
で
し
か
汗
を
か

く
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
体
温
調
節
が
苦

手
で
す
。
暑
い
日
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
高

温
と
な
る
た
め
「
熱
中
症
」
に
な
る
危
険

が
あ
り
ま
す
。
犬
小
屋
を
木
陰
に
移
動
す

る
か
、
よ
し
ず
や
日
よ
け
ネ
ッ
ト
で
日
陰

を
作
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

●
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
し
よ
う
！

・
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
は
血
行
を
促
し
、
毛
の

汚
れ
が
落
ち
や
す
く
な
り
、
毛
玉
予
防
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
こ
ま
め
に

行
い
、
犬
の
毛
並
み
を
清
潔
に
保
ち
ま
し

ょ
う
！

子
ど
も
手
当
の
現
況
届
に
つ
い
て

大
和
小
学
校
プ
ー
ル
一
般
開
放

監
視
員
募
集

農
作
業
臨
時
雇
用
標
準
賃
金

峡
東
保
健
所
・
峡
東
地
区
動
物
愛

護
推
進
員
か
ら
の
お
知
ら
せ

日本脳炎ワクチン接種
これまで、国の勧告により日本脳炎予防接種の

積極的勧奨を差し控えていましたが、国からの通

知に基づき、１期（初回２回）の接種期間に該当

する３歳児に対して、接種勧奨を再開することに

なりました。３歳になられたお子さんはワクチン

接種の効果や目的、重篤な副反応の可能性などに

ついて十分理解のうえ、接種に努めてください。

３歳児以外の日本脳炎定期接種年齢に該当され

ているお子さんについては、今まで通り接種勧奨

は中止となっています。しかし、接種希望がある

お子さんについては、公費で接種することは可能

です。また、積極的な勧奨を控えたことにより接

種機会を逃したお子さんに対する接種機会の確保

については、現在、厚生労働省で検討中です。

■予診票について

予診票がない場合は、健康増進課保健予防担当

にお問合せください。

※日本脳炎ワクチン接種に関するＱ＆Ａについて

は厚生労働省のホームページをご覧ください。

※冊子をお求めの方は、健康増進課保健予防担当

で配布をします。

◆お問合せ先

健康増進課　保健予防担当 　☎３２‐５０１４

ご確認く
ださい！
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市
制
施
行
５
周
年
記
念
と
し
て
開
催
す

る
「
第
１
回
　
甲
州
フ
ル
ー
ツ
マ
ラ
ソ
ン

大
会
」
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
募
集
し
ま

す
。

■
応
募
資
格

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

■
応
募
方
法

・
紙
、
電
子
デ
ー
タ
の
い
ず
れ
で
も
応
募

可
能
で
す
。

・
本
庁
舎
、
勝
沼
、
大
和
各
総
合
局
の
窓

口
に
あ
り
ま
あ
す
応
募
用
紙
、
Ａ
４
サ
イ

ズ
の
白
色
用
紙
を
縦
組
み
に
使
用
し
、
必

要
事
項
を
記
入
し
応
募
く
だ
さ
い
。

■
必
要
事
項

①
作
品
の
簡
単
な
説
明

②
氏
　
名
　
　
③
郵
便
番
号
・
住
所

④
電
話
番
号
　
⑤
年
　
齢
　
⑥
職
　
業
　
　

⑦
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

（
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
応
募
の
場
合
）

■
締
切
日

６
月
10
日
（
木
）
ま
で
※
当
日
消
印
有
効

■
選
　
考

審
査
会
を
開
催
し
入
賞
作
品
（
最
優
秀

賞
（
採
用
作
品
）
１
作
品
、
優
秀
賞
２
作

品
）
を
決
定
し
ま
す
。

■
賞
　
品

入
賞
作
品
の
応
募
者
に
表
彰
状
、
お
よ

び
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

■
注
意
事
項

・
応
募
点
数
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
１

つ
の
フ
ァ
イ
ル
、
ま
た
は
用
紙
に
１
つ
の

作
品
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

・
応
募
作
品
は
未
発
表
か
つ
自
作
の
作
品

に
限
り
、
著
作
権
や
商
標
権
等
の
第
三
者

の
権
利
を
侵
さ
な
い
も
の
に
限
り
ま
す
。

・
応
募
作
品
は
、
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

・
採
用
作
品
の
著
作
権
・
商
品
化
権
等
の

一
切
の
権
利
は
大
会
実
行
委
員
会
に
帰
属

す
る
も
の
と
し
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
大
会
実
行
委
員
会
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
・
お
問
合
せ
先

甲
州
フ
ル
ー
ツ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

準
備
事
務
局
（
観
光
交
流
課
内
）

〒
４
０
９
‐
１
２
９
８

甲
州
市
大
和
町
初
鹿
野
１
６
９
３
‐
１

☎
48
‐
２
１
１
１
　
FAX
48
‐
２
０
２
４

メ
ー
ル
　k

a
n
k
o
u
@

c
ity

.k
o
sh

u
.lg

.jp

新
卒
者
の
就
職
活
動
は
、
大
変
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
山
梨
県

中
小
企
業
団
体
中
央
会
で
は
、
今
年
３
月

に
高
校
、
大
学
（
大
学
院
及
び
短
期
大
学

校
を
含
む
）、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校

を
卒
業
さ
れ
た
未
就
職
の
方
を
対
象
に
、

中
小
企
業
の
職
場
に
触
れ
る
機
会
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
中
小
企
業
で
働
く
上
で

必
要
と
さ
れ
る
技
能
、
技
術
、
ノ
ウ
ハ
ウ

等
を
取
得
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
長
期
間

（
原
則
６
ヶ
月
間
）
の
職
場
実
習
（
い
わ
ゆ

る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
等
を
実
施
し
ま

す
。

■
職
場
実
習
の
メ
リ
ッ
ト

・
職
場
実
習
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
期

間
を
通
じ
て
、
働
く
上
で
必
要
と
さ
れ
る

技
能
、
技
術
、
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
習
得
で
き

ま
す
。

・
職
場
実
習
期
間
に
は
、
適
宜
キ
ャ
リ
ア

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
専
門
家
か
ら
ア
ド
バ
イ

ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
後
の
就
職
に

関
す
る
こ
と
も
相
談
に
の
り
ま
す
。

・
職
場
実
習
期
間
中
、
実
習
生
に
は
技
能

習
得
支
援
助
成
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
日
額
　
７，

０
０
０
円
（
な
お
、
助
成

金
は
課
税
の
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。）

■
募
集
定
員

80
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

■
職
場
実
習
受
入
企
業

34
社
（
山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

■
申
込
方
法

山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
新
卒
者
就
職
応
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
等
事
業
」
に
掲

載
し
て
あ
る
申
込
書
へ
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
に
て
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限

６
月
18
日
（
金
）
ま
で

◆
お
問
合
せ
先

〒
４
０
０
‐
０
０
３
５

甲
府
市
飯
田
２
‐
２
‐
１

山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

労
働
課

☎
０
５
５
‐
２
３
７
‐
３
２
１
５

FAX
０
５
５
‐
２
３
７
‐
３
２
１
６

甲
州
フ
ル
ー
ツ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
募
集

応募１３１１件の中から決定！

甲州フルーツマラソン大会
例年開催の大菩薩峠登山

競走と勝沼ぶどう郷マラソ

ン大会が、市制施行５周年

記念として、ひとつの大会

に生まれ変わります。

新たなマラソン大会の名

称を応募したところ、１３

１１件の募集があり、選考委員会の結果『甲州フル

ーツマラソン大会』に決定しました。

開催日は

10月17日(日)

詳細は広報８
月号に掲載！

22
年
３
月
卒
業
　
未
就
職
者
限
定

新
卒
者
就
職
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

土地の境界問題でお悩みの方へ
境界問題相談センターの開設
山梨県土地家屋調査士会が山梨県弁護士会の

協力を得て、土地の境界問題の解決を支援する
センターを設立しました。
■境界問題相談センターやまなし

甲府市国母８‐１３‐３０
☎０５５‐２２５‐３７３７

■予約受付時間　※完全予約制
毎週月曜日～金曜日（祝祭日は除く）
午前９時～午後４時（正午～午後１時を除く）

17 広報こうしゅう



学
校
に
お
け
る
「
い
じ
め
」
の
事
案
や

家
庭
内
に
お
け
る
児
童
虐
待
の
事
案
は
、

依
然
と
し
て
数
多
く
発
生
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ら
の
子
ど
も
を
め
ぐ
る
様
々

な
人
権
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
の
取
組

を
強
化
す
る
た
め
、
全
国
一
斉
「
子
ど
も

の
人
権
１
１
０
番
」
強
化
週
間
を
実
施
し

ま
す
。

な
お
、
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

■
実
施
機
関

甲
府
地
方
法
務
局

山
梨
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

■
日
　
時

６
月
28
日
（
月
）
～
７
月
４
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

※
土
曜
日
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
か
ら
午

後
５
時
の
相
談
時
間
と
な
り
ま
す
。

■
相
談
担
当
者

甲
府
地
方
法
務
局
職
員
お
よ
び
山
梨
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
の
人
権
擁
護
委
員

◆
お
問
合
せ
先

甲
府
地
方
法
務
局
　
人
権
擁
護
課

☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
７
２
３
９

法
務
局
で
は
、
登
記
、
戸
籍
、
供
託
、

訟
務
、
人
権
擁
護
及
び
成
年
後
見
登
記
に

関
す
る
事
務
等
、
住
民
の
皆
様
方
の
生
活

に
深
く
関
係
す
る
事
務
を
取
り
扱
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
関
す
る
こ
と
で
、
疑

問
に
思
っ
て
い
る
こ
と
、
御
不
明
な
点
、

お
知
り
に
な
り
た
い
こ
と
等
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
法
務
局
の
職
員
及
び
公
証
人
が

お
答
え
す
る
相
談
所
を
開
設
い
た
し
ま
す

の
で
、
御
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
、

事
前
の
予
約
等
も
不
要
で
す
。

■
日
　
時

６
月
13
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

■
場
　
所

甲
府
地
方
法
務
局
４
階
会
議
室

（
甲
府
市
北
口
１
‐
２
‐
19
）

■
相
談
内
容

・
相
続
や
売
買
・
抵
当
権
抹
消
等
の
不
動

産
登
記
、
会
社
等
の
登
記
の
手
続
に
関
す

る
こ
と

・
お
年
寄
り
の
財
産
等
を
守
る
成
年
後
見

制
度
に
関
す
る
こ
と

・
成
年
後
見
登
記
の
手
続
き
や
証
明
書
に

関
す
る
こ
と

・
婚
姻
・
離
婚
・
養
子
縁
組
・
親
権
等
の

戸
籍
に
関
す
る
こ
と

・
帰
化
等
国
籍
に
関
す
る
こ
と

・
地
代
・
家
賃
の
支
払
い
等
の
供
託
に
関

す
る
こ
と

・
子
ど
も
に
対
す
る
「
虐
待
・
い
じ
め
」
、

女
性
に
対
す
る
「
セ
ク
ハ
ラ
・
Ｄ
Ｖ
」
高

齢
者
に
対
す
る
「
虐
待
」
等
の
人
権
問
題

に
関
す
る
こ
と

・
遺
言
等
公
正
証
書
作
成
に
関
す
る
こ
と

・
そ
の
他
法
務
局
の
所
掌
事
務
に
関
す
る

こ
と

■
そ
の
他

登
記
申
請
（
不
動
産
・
商
業
法
人
）
の

手
続
き
に
つ
い
て
は
、
次
の
ア
ド
レ
ス

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
を
利
用
し
て
、
申
請
書

様
式
等
、
登
記
に
関
す
る
情
報
を
入
手
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
ア
ド
レ
ス

http://houm
ukyoku.m

oj.g
o.jp/hom

u/sta
tic/

・
ア
ク
セ
ス
先

登
記
手
続
き
に
関
す
る
申
請
書
等
の
様

式
に
つ
い
て

◆
お
問
合
せ
先

甲
府
地
方
法
務
局

☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
７
１
５
３

山
梨
県
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
、
甲
州
市

の
消
費
生
活
相
談
員
は
、
次
の
５
名
の
方

で
す
。
　
　
　
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

鮎
澤
　
京
子
（
熊
　
野
）

矢
崎
　
富
江
（
上
井
尻
）

萱
原
　
春
美
（
上
於
曽
）

栗
田
　
　
定
（
上
於
曽
）

土
屋
　
　
守
（
下
於
曽
）
　

◆
お
問
合
せ
先

市
民
生
活
課
　
市
民
生
活
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

強
化
週
間
と
し
て
相
談
所
開
設

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

無料法律相談
■日　時　6月15日（火）午後１時３０分～４時３０分
■場　所　大和ふるさと会館 ２階 研修室３
■対　象　市内在住者
■定　員　６名（相談者１人につき３０分）
※この無料法律相談は完全予約制です。６月７日（休祭日
を除く）から予約を受け付けます。なるべく多くの方に相
談の機会を設けたいので、回数を制限させていただく場合
があります。
◆申込み・お問合せ先

市民生活課 市民生活担当　☎３２‐５０６８

休日無料法律相談
平日は忙しくて相談に行けないという方のために、休日

無料法律相談を開催しています。相談希望の方は電話にて
申し込みをお願いします。

■日　時　6月26日（土）
午前９時３０分～午後１２時３０分

■場　所　甲州市民文化会館 ２階 第１会議室
■対　象　市内在住者
■定　員　６名（相談者１人につき３０分）
※この無料法律相談は完全予約制です。６月10日（木）か
ら予約を受け付けます。なお、次回は８月になります。
◆申込み・お問合せ先

甲州市社会福祉協議会　☎３２‐３２８８

甲州市社会
福祉協議会

法
務
局
な
ん
で
も
無
料
相
談
所

平
成
22
年
度

山
梨
県
消
費
生
活
相
談
員
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■
日
　

時

６
月
４
日
（
金
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
　
所

恩
賜
林
記
念
会
館
　
２
階
　
和
室

勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー
２
階
　
Ａ
会
議
室

大
和
ふ
る
さ
と
会
館
２
階
　
研
修
室
３

■
相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員

■
相
談
内
容

い
じ
め
、
親
族
間
ト
ラ
ブ
ル
、
差
別
、

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
、
児
童
虐
待
、
ス
ト

ー
カ
ー
な
ど
の
人
権
に
関
わ
る
相
談
な
ど

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

◆
お
問
合
せ
先

市
民
生
活
課
　
市
民
生
活
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

■
募
集
対
象

山
梨
県
内
の
小
中
高
等
学
校
、
特
別
支

援
学
校
に
在
学
す
る
児
童
生
徒
お
よ
び
15

歳
以
上
の
県
内
に
在
住
・
在
勤
す
る
者

■
募
集
部
門

①
小
学
生
部
門

②
中
学
生
・
高
校
生
部
門

③
一
般
部
門

■
募
集
期
間

６
月
30
日
（
水
）
ま
で

■
応
募
方
法

山
梨
県
人
権
啓
発
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ

る
応
募
票
に
、
必
要
事
項
を
記
載
し
、
次

の
メ
ー
ル
先
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

■
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
応
募
用
）

jinken01_kf@
m

inji.m
oj.g

o.jp

■
そ
の
他

応
募
点
数
は
１
人
１
点
と
し
ま
す
。

名
前
を
未
発
表
を
希
望
方
は
名
前
の
ほ
か

に
「
匿
名
希
望
」
と
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
合
せ
先

第
５
回
山
梨
県
人
権
標
語
コ
ン
テ
ス
ト

事
務
局
（
担
当：

橋
本
・
塚
原
）

☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
７
２
３
９

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.m

oj.g
o.jp/jinkennet/ya

m
a
na

sh

i/ya
m

a
na

shi_index.htm
l

時
間
外
相
談
日
（
予
約
制
）

平
日
の
日
中
は
忙
し
く
て
市
役
所
ま
で

行
け
な
い
と
い
う
方
、
電
話
・
来
所
に
て

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
全
日
程
で
予
約
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〔
時
間
外
相
談
日
〕

◎(

水
曜
日) 

午
後
５
時
30
分
～
７
時

６
月
２
日
、
９
日
、
16
日
、
23
日
、
30
日

◎(

土
曜
日) 

午
後
１
時
～
４
時

６
月
５
日
、
12
日
、
19
日
、
26
日

７
月
３
日

◆
場
所
・
お
問
合
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
０
２
８
５
　
FAX
33
‐
２
３
０
７

障
害
を
持
つ
人
の
悩
み
は
同
じ
障
害
を

持
つ
人
で
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多

く
あ
り
ま
す
。
経
験
を
積
み
重
ね
た
障
害

者
自
身
が
、
同
じ
立
場
に
た
っ
て
悩
み
を

聞
き
相
談
に
の
り
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま

ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

■
視
覚
障
害

石
原
テ
ル
氏
　
　

☎
33
‐
２
４
８
９

■
聴
覚

石
山
　
寛
氏

FAX
32
‐
４
０
３
６

■
肢
体

小
川
美
金
氏
（
肢
体
）
☎
44
‐
１
７
９
３

羽
村
千
鶴
氏
（
肢
体
）
☎
32
‐
１
２
２
４

中
村
安
孝
氏
（
脳
原
性
）
☎
44
‐
２
２
４
０

■
知
的
障
害
児
保
護
者

田
中
美
津
江
氏

☎
32
‐
２
２
４
７

◆
場
所
・
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
０
２
８
５
　
FAX
33
‐
２
３
０
７

心
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
方
や
そ
の
ご
家

族
の
相
談
に
専
門
医
が
応
じ
ま
す
。
来
所
で

き
な
い
方
の
相
談
に
も
対
応
し
ま
す
。

■
日
　
時

６
月
16
日
（
水
）
午
後
２
時
～
４
時

※
日
時
が
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
み

６
月
11
日
（
金
）
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

◆
場
所
・
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
33
‐
２
２
０
３

☎
32
‐
０
２
８
５

※
こ
の
相
談
は
、
完
全
予
約
制
で
す
。

障
害
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
と
し
た
陶

芸
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
は
じ
め
て
の
方

で
も
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時

６
月
16
日
（
水
）
午
後
２
時
～

■
講
　
師
　
岩
波
　
正
勝

氏

■
定
　
員
　
15
名
程
度

■
参
加
費
　
１
０
０
円
（
材
料
費
）

※
塩
寿
荘
陶
芸
教
室
の
皆
様
の
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
実
施
い
た
し
ま
す
。

◆
場
所
・
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
０
２
８
５

FAX
33
‐
２
３
０
７

■
日
　
時

６
月
11
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
場
　
所

甲
州
市
民
文
化
会
館
　
２
階
　
会
議
室

■
内
　
容

健
康
体
操
と
お
茶
会

■
対
　
象

介
護
に
携
わ
っ
て
い
る
方
、
そ
の
他
会
員

◆
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
５
６
０
０

※
参
加
に
あ
た
り
、
交
通
手
段
に
お
困
り

の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日

特
設
人
権
相
談
所
開
設

甲
府
地
方
法
務
局

第
５
回
人
権
標
語
コ
ン
テ
ス
ト

障
害
者
生
活
支
援
相
談

同
じ
障
害
を
持
つ
相
談
員

※
予
約
制

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談

ご
利
用
く
だ
さ
い
「
心
の
相
談
窓

口
」
専
門
医
に
よ
る
相
談

障
害
者
陶
芸
教
室

介
護
者
の
会
「
四
つ
葉
の
会
」

例
会
の
お
知
ら
せ
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広
瀬
ダ
ム
、
琴
川
ダ
ム
で
は
、
こ
れ
か

ら
雨
期
に
伴
う
出
水
等
に
よ
り
ま
し
て
、

ダ
ム
か
ら
河
川
へ
の
放
流
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
ダ
ム
か
ら
放
流
を
行
う
際
に
は
、
河

川
の
増
水
に
よ
る
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
に
、
サ
イ
レ
ン
の
警
報
お
よ
び
拡
声
器

に
よ
る
放
送
を
広
瀬
ダ
ム
、
琴
川
ダ
ム
に

よ
り
行
っ
て
お
り
ま
す
。

放
流
時
の
サ
イ
レ
ン
音
等
に
つ
き
ま
し

て
は
、
地
域
住
民
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
事

故
防
止
の
た
め
と
い
う
趣
旨
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
ご
協
力
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
サ
イ
レ
ン
が
鳴
っ
た
と
き
は
、

大
変
危
険
で
す
の
で
、
河
川
に
は
絶
対
に

立
ち
入
ら
な
い
よ
う
、
併
せ
て
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

◆
お
問
合
せ
先

広
瀬
・
琴
川
ダ
ム
管
理
事
務
所

広
瀬
ダ
ム
管
理
課
　
☎
39
‐
２
４
１
１

琴
川
ダ
ム
管
理
課
　
☎
35
‐
３
１
４
０

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校
で
は
、
職

業
に
必
要
な
技
能
や
知
識
の
向
上
、
資
格

取
得
を
目
的
と
し
て
能
力
開
発
講
座
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
内
容
等
は
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
合
せ
先

山
梨
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

☎
32
‐
５
２
０
０

広
瀬
ダ
ム
・
琴
川
ダ
ム
放
流
時
の

サ
イ
レ
ン
警
報
に
つ
い
て

薪をお譲りします
甲州市塩山上小田原地内の市有林の整備

を行い、枯損木や不用木を整理し、薪代の
大きさに切ってあります。

ご希望の方にお譲りいたしますので、市
役所管財課までご連絡ください。

◆お問合せ先
管財課　☎３２‐２１１１

（内線２４１て２４２）

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

能
力
開
発
講
座
に
つ
い
て

５月２２日に小瀬スポーツ公園でサッカーＪ２ヴァン
フォーレ甲府対ファジアーノ岡山の試合が行われました。 
この日は、年に一度の甲州市サンクスデー。キックオフ

前には田辺市長が両チームに特産品のぶどうや桃などを
贈り、選手らを激励しました。

また、市内のサッカースポーツ少年団の子ども達や中
学校のサッカー部員がエスコートキッズなどで試合に協
力をするなど、プロのプレーを身近に感じる良い機会と
なりました。試合には多くの市民も観戦に訪れ、熱い声
援を送った結果、ヴァンフォーレ甲府が勝利しました。

これからも、Ｊ１復帰を目指して元気に応援しよう。

がんばれＶＦ甲府！

甲州市サンクスデー

ICHIGAN TryAgain

ヴァンフォーレ甲府の選手ら
と入場するエスコートキッズ

ハーフタイムでエ
コ活動のアピール
をしたエコキッズ

20平成22年6月



山岳遭難に注意
山梨県における昨シーズン（４月～６月）の山岳
避難の状況は・・・
発生件数　　１７件
避難者数　　２０件
死亡者数　　　３件
負傷者数　　　８件

ひとたび山岳避難が
発生しますと、本人や
生命の危険は勿論、多くの方が危険を冒して捜索
や救助活動等に従事することとなります。

これらの活動は経済的負担が大きいうえに、家
族や関係者等の心痛は図りしれません。

梅雨など、これからの時期は天候が変わりやす
く、遭難の危険が高くなります。
●情報収集をしっかりと行い！
●時には引き返す勇気をもって楽しい登山を！
☆万が一の捜索や救助活動に備え、入山の１０日
前位前を目途に管轄警察署に「登山計画書」を提
出してください。

二輪車事故多発！
春の行楽シーズンは二輪車の関係する事故の多

発が懸念されます。日下部警察署の管内でも、４
月に二輪車での死亡事故が発生し、尊い命が失わ
れました。

事故の原因となりやすいのは・・・
①車両の左を追い越そうとしたら・・・

②交差点を直進したら・・・

③カーブで速度を出し過ぎて・・・

★交差点やカーブで多発！
○脇道からの進入車両に注意しましょう
○一時停止など安全確認を確実に
○速度の出し過ぎに注意しましょう

★悪天候時には特に注意！
○急ハンドル・急発進はしないようにしまし

ょう
○晴天時より減速し、車間距離を十分にとり

ましょう

★ツーリングの注意！
○コースや休憩場所はあらかじめ決めておき

ましょう
○集団走行時は互い違いに位置する
○先頭の人は速度を控えめに走りましょう

温かな善意
ありがとうございました

◎社会福祉事業へ
・飯島　徳男さん　(上於曽)
・市内の匿名の方から、ご寄付をいただきました。

◎甲州市社会福祉協議会へ
・秋山　紀勝さん　(下岩崎)
・ヤマザキデイリーストアー山梨勝沼店　(休息)

◎井尻小学校へ図書充実のために
・飯島　富雄さん（富士吉田市）

不動産無料相談
■日時　6月17日（木）午後１時～３時
■場所　杜の交流館（峡東森林組合）

☎３３‐２９０１
◆申込み・お問合せ先
（社）山梨県宅地建物取引業協会

☎０５５‐２４３‐４３００

新庁舎で開催 ６月定例議会
甲州市役所新庁舎の移転に伴い、６月定例議会は

新庁舎の議場で行います。
定例議会の傍聴を希望される方は次の案内図を確

認して来庁ください。

■議場の場所　新庁舎３階

◆

議

会

事

務局◆

貸金業法が大きく変わります
６月１８日（金）に改正貸金業法が完全施行

され、借入残高が年収の３分の１を超える場合
新規の借入ができなくなります。

借金の返済は１人で悩まず、お早めに相談を
してください。
■多重債務相談窓口

関東財務局甲府財務事務所
☎０５５‐２５３‐２２６１
山梨県県民生活センター
☎０５５‐２３５‐８４５５

◆お問合せ先　市民生活課　市民生活担当
☎３２‐５０６８

現庁舎

新庁舎

駐車場

駐車場
●新庁舎の議場へ
は黒印のエレベー
ターをご利用くだ
さい。
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ご協力ありがとうございました。

勝沼図書館・塩山図書館

本のリサイクル活動
勝沼図書館及び塩山図書館

で行なった本のリサイクル活
動へのご協力ありがとうござ
いました。

今後も、各図書館ではリサ
イクル活動用の献本も受け付
けています。

詳しくは図書館までお問合
せください。

★お問合せ★

勝沼図書館　 ☎４４‐３７４６

塩山図書館　 ☎３２‐１５０５

大和図書館　 ☎４８‐２９２１

甘草屋敷子ども図書館
☎３３‐５９２６

図書館ＨＰ　http://www.lib-koshu.jp/

勝沼図書館
蔵書点検終了のお知らせ

６月１日（火）から１３日（日）まで蔵書点
検作業のため休館させていただきます。

この期間の本の返却は、ブックポストにお願
いします。なお、CDやビデオなどのAV資料は壊
れやすいため、ブックポストへの返却はできま
せんので、返却予定日を確認の上図書館が休館
になる前に返却をお願いします。

利用者の皆様には、大変ご迷惑をおかけいた
しますが、ご理解とご協力をお願します。

塩山図書館・大和図書館
６月８日（火）　図書館システム入替え作業の
ため臨時休館させていただきます。

勝沼図書館 七夕イベントのご案内
●日　時　７月３日（土）　開館時間中随時。

館内に展示した笹にお願い事や七夕飾りをつる
します。一緒に飾り付けを楽しんでください。

本はみんなの財産です。

長年の使用により、破損してしまう資料もあ
りますが、不注意による汚損も見られます。
「切り抜き」や「書き込み」、「犬などのペット
による噛み跡」など。「水濡れや飲み物などのこ
ぼし跡」は放置してしまうとカビてしまいます。
図書館の本・ＣＤ・ＤＶＤ・ビデオ等の資料は
市民の皆さんの財産です。誰もが気持ちよく利
用できるように、皆さんのご協力をお願いしま
す。
★お願い

書き込みや切り取りがある本を見つけた時は、
職員にお知らせください。本が破れたり、ペー
ジが落ちたりした場合は、家庭で直さずそのま
ま図書館にお持ちください。
※専用のテープでの修理を行なっています）

塩山図書館　としょかんまつり
●日　時　7月18日（日）

午後１時１５分から受付

午後１時３０分から開始

●場　所　甲州市民文化会館　２階　大会議室

●内　容　山梨県立大学「おはなしクラブ」に

よる人形劇など

●申込み　それぞれの図書館にある申込用紙に

記入の上、７月１１日（日）までに、塩山図書

館に直接もしくはＦＡＸ（３２‐３３９１）に

てお申し込みください。

♪私のおすすめの1冊♪

今まで図書館で借りて読んだ本

の中で、おすすめの本を紹介して

みませんか？　図書館では皆様の

おすすめする本のポップを募集し

ています。詳しくは図書館までお

問い合せください。
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孝乃助、生まれてきてくれて本当
にありがとう。元気で優しい子に育
ってね！お父さんお母さんも孝乃助
と一緒に成長していきます！

父・厚さん、母・ゆみ子さん
（勝　沼）

妹想いの咲空と、お姉ちゃんが
大好きな昴依。二人の笑い声が家
族の元気の素だよ。これからも姉
妹仲良く、すくすく育ってね。

父・優さん、母・郁子さん
（下岩崎）

「わが家のスター」では、元気なお子さんの写真を募集しています。ご両親のコメントを添えて広報担当までお申し込みください。

発
　
行
／
平
成
22
年
６
月
１
日
　

編
　
集
／
甲
州
市
役
所
総
務
企
画
部

政
策
秘
書
課

広
聴
・
広
報
担
当

広
報
こ
う
し
ゅ
う

こ
の
広
報
紙
は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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いつも元気な詩弥。パパとマ
マは詩弥の笑顔が大好きです♪
これからも詩弥の笑顔でみんな
を幸せにしてね☆

父・誠さん、母・玲子さん
（下岩崎）

いつも元気な季里と季良、
笑顔いっぱいありがとう！ず
っと仲の良い姉妹でいてね。

父・正季さん、母・かおるさん
（等々力）

先日、初節句を迎えました。
日に日に表情や感情が増える季
一。これからもたくさん皆を楽
しませてね。

父・一太さん、母・智恵さん
（赤　尾）

思いやりのある優しく素直で
誰からも愛される人になってね。
友哉の成長を日々楽しみにして
います！
父・純一さん、母・美穂子さん

（日　影）

雨宮
あめみや

季里
きり

ちゃん(４歳)

季良
きら

ちゃん(１０ヶ月)

天野
あまの

季一
きいち

くん

(６ヶ月)

村松
むらまつ

咲空
さら

ちゃん(４歳)

昴依
るい

ちゃん(１０ヶ月)

堀内
ほりうち

詩弥
らいや

くん

(１歳)

今泉
いまいずみ

孝乃助
こうのすけ

くん

（１０ヶ月)

佐藤
さとう

友哉
ゆうや

くん

(９ヶ月)


